
















































































































































































































































































































































































































































降者も含む 3,000名に攻撃を続けさせた。その結果 2月 17日に西連鎮が陥落すると、清軍
は運河沿いに陣地を構築し、大砲 6門を据えて東連鎮への攻撃を継続した。林鳳祥軍は「現
在賊匪は二千名を下らず、死党を結成して連鎮の片隅に集まり、木城を幾重にも造って必死






























































































































































































































































































































































































 7) 堀田伊八郎「太平天国の北征軍について　その問題点の一考察」『東洋史研究』36巻 1号、1977
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